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企業会計基準委員会とカナダ会計基準審議会の代表者がトロントで会合を開催 

 

企 業 会 計 基 準 委 員 会 

カ ナ ダ 会 計 基 準 審 議 会 

 

企業会計基準委員会（ASBJ）とカナダ会計基準審議会（Accounting Standards Board; 

AcSB）の代表者は、2020年1月13日に、カナダのトロントで会合を開催しました。この会合は、

ASBJのメンバーとAcSBとの間で初めて開催されたものとなります。 

 

会合では、ASBJ と AcSBの両方が、お互いの財務報告制度や活動の最新の状況を説明するとと

もに、協力のあり方について意見交換を行いました。また、ASBJ と AcSBは、保険、収益認識及

びリースを含む、両者が関心のある技術的なテーマについても議論を行いました。 

 

ASBJ と AcSBは、引き続き、意見交換を続けていく予定です。 

 

小賀坂敦ASBJ委員長は次のように述べています。 

「今回、トロントで初めての二者間会合を開催できたことに、AcSBに感謝を申し上げたい。今

回の会合を通じて、お互いの国における財務報告制度に対する理解を深めることができ、お互

いの国の作成者、利用者及びその他の利害関係者の技術的な見解を共有することができたこと

は、我々にとって非常に有意義なことであった。国際的な会計基準の質を高めていくことに貢

献するために、ASBJとAcSBとの建設的な関係が継続されることを望んでいる。」 

 

リンダ・メゾンAcSB議長は次のように述べています。 

「世界各国の会計基準設定主体と定期的に協働することは、グローバル化した世界において設

定する会計基準の成功に貢献するというAcSBのプロセスの主要な一部となっている。ASBJと

我々の会合を通じて、我々が、財務報告のグローバルな比較可能性を支持することに強く関心

を共有していることが示された。将来、議論する機会を持てることを私は楽しみにしてい

る。」 

 

  



 
 

企業会計基準委員会（ASBJ）について 

ASBJは、2001年 7月に民間部門の機関として設立された。ASBJが開発した会計基準は、金融

庁により一般に公正妥当と認められた企業会計の基準として認められることとなる。ASBJ は、

企業が活動している環境を適切に反映した会計基準及び適用指針を開発している。ASBJは、海

外の会計基準設定主体とコミュニケーションを取り、グローバルな会計基準の開発に貢献して

いる。ASBJ に関する詳細な情報は、ホームページ https://www.asb.or.jp/jp/をご参照いただき

たい。 

 

カナダ会計基準審議会（AcSB）について  

 AcSB は、パブリック・セクターを除くすべてのカナダ企業が用いる会計基準を設定する権

限を有する独立の機関である。AcSB は、すべての民間のカナダ企業の財務報告のための基準を

設定することを通じて、また、国際的に認められた財務報告基準の開発に貢献することを通じ

て、公共の利益に貢献している。 

 AcSB は、独立の機関として、財務諸表利用者が十分に情報を得て経済的意思決定を行うこ

とを支援するために、カナダ会計基準を開発・維持している。その開発・維持は民間のカナダ

企業が報告する財務業績に関する高品質の情報を提供する基礎となるフレームワークを維持す

ることを通じて行われている。会計基準は、取引その他の事象について、財務諸表においてど

のように認識、測定し、表示し、開示すべきかを定めている。 

 AcSBに関する詳細な情報は、ウェブサイト www.frascanada.ca/acsbをご参照いただきた

い。 
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